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比抵抗法による沿岸海底下の塩淡水境界変動評価

Evaluations of fresh-salt water interface in the coastal zone using resistivity method
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地下水流動の末端は海底への地下水流出であり、沿岸海底下において陸域地下水と地下の塩水が接触する地点におい
ては、塩水と淡水の境界である塩淡水境界が形成されている。この塩淡水境界の評価を行う方法としては、観測井によ
る塩分の測定、理論的な評価など様々な評価法が古くより行われているが、近年、比抵抗法を用いての直接測定が数多
く行われている。これまで、塩淡水境界の位置および変動の把握を目的として、地下水が豊富に存在する地域、島嶼地
域、陸域地下水位の低下が激しい東南アジア大都市域、など様々な地域の海岸部で行った比抵抗測定の結果より明らか
になったことを報告する。
調査対象地域はアジアの沿岸地域である。具体的には、熊本県八代海沿岸、瀬戸内海島嶼沿岸、フィリピン・マニラ

湾沿岸、タイ・チャオプラヤ川河口域、インドネシア・ジャカルタ湾沿岸などがあげられる。測定手法は比抵抗測定機器
（ＡＧＩ、電極１４本、全長１３０ｍ）を用い現場での観測を行い、解析は解析ソフトＲＥＳ２ＤＩＮＶを用いて行った。
結果としては、まず、地下水の豊富な熊本県八代海沿岸にて、塩淡水境界の時間変化を明らかにすることを目的とし、

同一地点にて半日間２時間間隔での連続測定を行ったところ、海水位の干満に対応する塩淡水境界の変動が見られた。ま
た、１週間の期間にて、２時間間隔の測定を１日につき半日程度行ったところ、小潮期よりも大潮期の方が、陸域地下
水がより沖合いへと張り出している形状が見られ、大潮から小潮の潮位変化による塩淡水境界の変動が確認された。ま
た比抵抗測定結果の地域比較を行うと、比抵抗測定結果から塩淡水境界の海側への張り出しが推測される八代海沿岸な
どの結果に対し、マニラ湾沿岸などの結果では、沿岸付近での塩淡水境界の張り出しが推測されにくい結果となってい
る。比抵抗測定結果以外にも、海底から湧出する地下水の湧出量および電気伝導度測定の結果からもあまり陸域地下水
の存在は見られず、この比抵抗測定結果を支持したものとなっている。また陸域地下水位の測定結果を見ても、水位低
下が生じていることとそれに伴う塩水侵入が生じていることから、今回の比抵抗測定結果を支持したものとなっている。


